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第 1章　調査の経緯と経過
平成 21 年度から開始した讃岐国府跡探索事業

では、讃岐国府跡の発掘調査と並行して、国府周
辺の地理的・歴史的環境を明らかにすることを目
的とした地名・地形等の調査を実施してきた ( 香
川県埋文セ 2011.2013)。平成 24 年度からは、讃
岐国府設置に係る歴史的な経緯を明らかにする
ことを目的に、国府周辺に多く分布する大型横
穴式石室墳の測量調査を開始した。平成 24 年度
は、穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳の測量調査を実施して
おり、その成果は既に報告済である ( 香川県埋文
セ 2013)。平成 25 年度は、新宮古墳を調査対象と
するとともに、過去に確認調査が実施されている
醍醐 3 号墳の再整理を行い、合わせて調査報告書
を刊行する運びとなった。また、坂出市教育委員
会によって発掘調査が行われた仏願 1・2 号墳の
測量図や出土遺物を掲載することにより、讃岐国
府周辺の横穴式石室墳の全体の様相の把握に努め
ることとした。

新宮古墳の確認調査は、平成 25 年 9 月 30 日に
開始し、11 月 2 日に地元対象の説明会を行った
後、現地を撤収した。また、新宮古墳の測量調査
は、讃岐国府跡ボランティアの参加を得て実施し
ている。醍醐 3 号墳については概要報告書 ( 廣瀬
編 1986) が既に刊行されているが、調査時に作成
した石室・トレンチ実測図の未公表データについ
て再整理を行った。仏願 1・2 号墳については、
坂出市教育委員会の協力を得て、調査原図の提供
を受けるとともに坂出市郷土資料館に保管されて
いる出土遺物の図化を行った。

第 2章　歴史的環境
香川県中部の綾川下流域、通称「綾北平野」に

は、横穴式石室を内部主体とする後期から終末期
古墳が多く分布している ( 図 2)。この綾北平野は、
南北約５㎞、東西約１～ 2.5㎞の矮小な谷底平野
であり、中央から河口部には明瞭な条里型地割が
遺存している。綾川右岸側の穴薬師 ( 綾織塚 ) 古
墳を頂点とする加茂古墳群、左岸側の醍醐 1 ～ 3.7
号墳を主体とした醍醐古墳群を中心に、その周辺
に北山古墳群や極端な群集傾向を採らない小規模
な横穴式石室墳が点在している。新宮古墳、穴薬
師 ( 綾織塚 ) 古墳、醍醐 1 ～ 3.7 号墳は、玄門立柱
構造をもち、玄室床面積が 11㎡を超える大型横穴
式石室墳、所謂 ｢巨石墳｣ であり、石室型式など
から TK43 型式末期から TK209 型式併行期に築
造されたものと推定できる ( 大久保 2009)。これら
は、TK209 型式併行期の築造停止後、TK217 型

式併行期まで追葬期間を想定できるが、それと併
行、あるいはその直後には城山山頂に古代山城で
ある城山城が築城されている。城山城は、外郭土
塁と内郭石塁による複郭構造の古代山城であり、
内部構造は不明ながらも約 4.2㎞に及ぶ広大な城
壁が廻る古代山城である。城山城の廃城の年代は
不明だが、同じ讃岐地域の屋嶋城の年代観と同様
に推定すれば、8 世紀初頭段階には廃城となって
いたと考えられる。それと同時期に、平野最奥部
に讃岐国府が設置された可能性が高く、両者は何
らかの関係があるとみられる。また、開法寺、鴨
廃寺、醍醐寺等の古代寺院もこの頃に建立された
可能性が高い。

以上のように、綾北平野における 6 世紀末葉か
ら 8 世紀初頭にかけての期間は、相次いで記念物
が造営され続けている。これらの造営主体や相互
の系譜関係は単一であるとは考えられないが、広
大な面積をもたない綾北平野に集中する記念物群
の動向は、讃岐国府がこの地に設置された歴史的
経緯を考える際に有力な資料になると考えられ
る。本報告書で説明を加える横穴式石室墳の動向
は、その序章に位置付けられるものである。

   図 1  讃岐地域の巨石墳の分布 

写真 1 綾北平野を南から望む
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図 2 綾北平野の主要遺跡分布
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第 3章　新宮古墳の調査

１．新宮古墳の立地と既往の調査
新宮古墳は、綾北平野の南部に位置し、南方の

丘陵から北へ派生した標高約 30m の尾根上に築
造されている。同一の尾根の南東側約 200m には
小規模な横穴式石室をもつ仏坂古墳、谷筋を挟ん
だ約 300m 東側の尾根上の果樹園には新宮東古墳
が存在したとされるが、現状では明らかではない。
これら2基の横穴式石室墳の詳細は不明であるが、
加茂古墳群や醍醐古墳群のような群集傾向は採ら
ない。

墳丘は北側の先端部から約 20m 南へ離れた位
置に築造されており、尾根の幅一杯に墳丘を乗せ
ている。現状で墓地造成や砕石事業に伴い、丘陵・
尾根の改変が進んでいるが、墳丘南部の ｢忠魂堂
｣ と呼ばれる建造物を境にした南側は、元来急傾
斜の丘陵となっていたようであり、墳丘は傾斜変
換点付近に設けられていると考えられる。後期古
墳や終末期古墳に多くみられる所謂 ｢山寄せ｣ の
立地ではない。

横穴式石室の開口方向は西側であり、その延長
線上には城山城明神原がある。北側の綾北平野全
域を見渡す方位は採らない。

新宮古墳における既往の発掘調査は、昭和 32
年の川畑迪氏により前庭部での発掘調査が行われ
ており、その際のデータや出土した須恵器につ

いては一部公表されている ( 坂出市史編纂委員会
1988. 川畑・渡部 2008)。今回の調査成果報告書の
刊行に際して、坂出市郷土資料館に保管されてい
る川畑氏の調査ファイルを確認した上で、調査区
位置や遺物出土位置について復元を試みた。横穴
式石室の実測図や形態的な特徴について論じたも
のとして、山崎信二氏や大久保徹也氏による研究
が挙げられる ( 山崎 1985. 大久保 2008)。また、出
土遺物の一部については、府中町所在の鼓岡神社
に保管されている。( 香川県埋文セ 2010)。これら
の先行研究についても、適宜触れながら記述を進
めることとする。

２．墳丘の所見 ( 図３)
測量調査は、最小限度の樹木の伐採と落葉を除

去したのち標高測量を行った。また、標高測量に
はトータルステーションを使用し、そのデータか
ら図化ソフト上で等高線を発生させた。測量端点
は、50㎝四方を基準として配置したが、現況に明
確な変化点が観察される場合は補足を行った。

　現況で墳丘西側から北側へ小径が走り、北側
の尾根上は墳丘を一部削り込むように墓地造成が
行われている。墳丘南側は、昭和 3 年の ｢忠魂堂
｣ の建築に伴って平坦面が造成されている。墳丘
西側は、畑地造成に伴い広範囲に平坦化され、墳
丘東側の尾根斜面は墓地造成によって急峻な斜面

写真 2 新宮古墳の立地

写真 3 新宮古墳の全景　西から

写真 4 石室全景　西から
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図 3	 墳丘測量図
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に改変されている。以上のように、周辺の残存状
況は良好ではないが、現況や横穴式石室の床面レ
ベルを参考にして、墳丘規模・形態を推定してい
きたい。

墳頂部は、玄室位置に対応するように標高 34m
の等高線に示される約 5m 四方の範囲で平坦面が
観察できる。玄室天井石の厚みを約 50㎝と仮定し
た場合には約 1m の封土が残存していると考えら
れる。当該期の横穴式石室墳の標準的な盛土高は
明らかではないけれども、墳頂部には一定量も盛
土が残存しているとみてよいだろう。

墳丘北側は、墓地造成に伴い大きく改変を受け
ている。この改変に伴い、墳裾のみならず墳丘上
位も一定の削平を受けたようで、墓地の境界構造
物のコンクリートに沿う形で多角形状に等高線が
変化する状況が観察できる。小径を挟み北側にも
墓地造成が及ぶが、現況から周溝を想定できる等
高線の状態はみられない。墳丘北側においては、
墳形・規模を推定する材料は乏しいといえよう。

墳丘南側は、等高線が整った形で現われる。玄
室の左側壁のラインに並行するように標高 32 ～
33m の等高線が直線状態でみられ、南東隅では玄
室南東隅のコーナーに合わせて北側へ折り返す状
況が確認できる。墳丘北側と比較して、南側の遺
存状況は良好である。現状での墳裾部には、｢忠
魂堂｣ との境に高さ約 0.5m の石垣が敷設されて
いるが、玄室床面のレベルを考慮すると、墳裾は
この石垣より 2m 程度南へ延びるものと想定でき
る。

墳丘東側は現状での墳裾に接して墓地が設けら
れており、小径を挟んだ尾根東斜面は急角度に改
変されている。玄室奥壁上部の墳頂部付近の等高
線と比べ、標高 32m 以下のそれは間隔が密となっ
ており、墓地造成に伴い墳丘が削平を受けている
と判断できる。尾根東側斜面も急角度に改変され
ているが、玄室南東隅部の延長上の尾根の斜面が、
一部西側へ巻き込む箇所があることは注意され
る。この部分は ｢忠魂堂｣ への参道の石段が敷設

されていることも考慮しなければならないが、玄
室南東部隅の延長線上に位置することと、玄室床
面のレベルから想定した墳丘南側の墳裾推定ライ
ンの延長線上にあることから、墳丘裾 ( 隅部 ) を
反映する可能性がある。

石室開口部である墳丘西側は、尾根線の旧状を
留める箇所が多くみられる。特に ｢忠魂堂｣ の西
側でやや広い間隔で併走する等高線は、一定程度、
尾根斜面の旧状を反映しているとみてよいだろ
う。それと比較して、石室開口部付近を中心に標
高 31 ～ 29m の等高線が西側へ張り出すような状
態がみられる。前室から羨道部にかけての天井石
が失われていることから、石材の抜き取り・移動
に伴い墳丘盛土が二次的に堆積した可能性も考え
られる。しかし、その一方でこの張り出し部分に
おける等高線の状況は、墳丘南側の等高線に合致
した状態でみられることから、一定程度の墳丘形
状を反映していると考えたい。前室・羨道部の側
壁の石材のレベルから推定して、床面を現況より
約 50㎝下と仮定した場合には標高 30m 付近が墳
裾の候補となる。

また、石室羨道部の石材が途切れる南北両サイ
ドには平坦面が観察される。南側は ｢忠魂堂｣ へ
取り付く道と重複しているが、北側の平坦面は墳
丘北側の上位の等高線に対応する形で明瞭に観察
される点や、後述するように羨門部に対応した位

写真 5 墳丘の現況　北から 写真 6 墳丘の現況　南東から

写真 7 墳丘の現況　南西から
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図 4 墳丘復元図
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置にある点は注意される。後述する前庭部におけ
る須恵器の出土位置の解釈とも関係してくるが、
開口部となる西側に限って基壇状のテラス面が設
けられている可能性は排除できない。

３．墳丘の復元 ( 図４)
以上の現況から墳丘形態と規模を推定しておき

たい。墳丘形態については、残存状態が良好な南
側の状況や墳頂部付近の上位の等高線の状況から
方墳と考える。墳丘規模は、南東部尾根斜面が抉
れる箇所や西側の等高線の張り出し、石室床面レ
ベルなどからみて、一 辺が約 21m の規模を推定
しておきたい。また、開口部となる西側について
は、テラス面の状況や前庭部を示唆する須恵器群
の出土位置との関係から、最低 1 段の基壇状施設
が設けられていた可能性を指摘しておきたい。

４．横穴式石室の所見 ( 図５. ６)
横穴式石室は、玄室左側壁側を中心として墳頂

部からの流入土が多く見られたため、これらの最
低限度の除去を行い、図化を行った。流入土によ
り、玄室に比べ前室・羨道部側の方が 15㎝程高
くなっているが、平面プランの図化に大きな支障
をきたさないものと考え、現況の石材の下端を図
化している。図化の方法は、前室・羨道部の壁面
は手書き実測を行っているが、玄室については左
側壁上部を中心に倒壊の危険性がみられたため、
トータルステーションの補正機能を活用した写真
実測を行った。床面平面・断面については、全て
トータルステーションによる図化を行っている。

横穴式石室は、羨道部と前室界、前室と玄室界
に立柱石をもつと同時に前壁石材が一段下がる複
室構造をもつ。現況での石室全長は、約 11.8m を
測る。また、現状の羨道部右側壁西端の石材の更
に西側では昭和 32 年調査時に別の石材が検出さ
れている。後述するように、この石材は現状の羨
道部石材と比較しても高さや位置ともに一致する
状況が確認できるため、羨道部は現況より更に延

びると考えられる。この石材を羨道部右側壁の一
部とした場合の石室全長は約 13m に達する。石
室石材は奥壁最下段の安山岩製の大型石材や玄門
部立柱石を除きほぼ花崗岩から構成されている。
以下、玄室から調査所見を提示する。

玄室　現況で玄室長 5.5m 中央部での幅 2.5m
であり、長幅比がほぼ 1:2 の長方形を呈する。奥
壁付近と玄門部付近では幅がやや減じることか
ら、緩い胴張りの形態をもつ。現況での床面積は、
12.8㎡である。天井石は 4 枚の花崗岩の大型石材
から構成されており、現況で高さ 2.3 ～ 2.5m を測
るが、水平には高架されておらず、玄門部付近が
若干持ち上がる。側壁は、基底石に大型石材を用
いる点は共通するが左側壁の方が上部まで大型の
石材を用いており、左右で段数が異なる。これは
天井石下の 1 段目の石材下面を除いて、全体的に
目地の通りが良好でないことに現われている。横
断面の形状は、下より 2 段目までは垂直積みに近
く、それより上位では持ち送りが顕著となる。こ
の傾向は、奥壁と玄門部付近で顕著となるが、奥
壁付近では側壁と跨るように石材が積み上げられ
ており縦・横断面ともに持ち送りがきつい。ただ、
奥壁寄りの左側壁上位のは、盛土の流出と石材間
の介石の脱落が著しいことから、二次的な変形を
受けていることも考慮しておく必要があるが、そ
れでも奥壁寄りでも持ち送りは顕著に認められ
る。玄門・前壁付近での側壁は、他の玄室内と同
様に床面から 2 段目より上位に持ち送りが認めら
れるが、奥壁で観察されるような側壁と共有する
石材はみられない。

奥壁は、最下段の幅約 2m 高さ約 1.4m の大型
石材の上位に、横積みされた扁平な石材 2 石を経
て天井に至る 3 段構成となる。奥壁の下位に大型
石材を置き、上位に扁平な石材を横積みする状況
は、醍醐 3 号墳や穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳など同じ
綾北平野の大型横穴式石室墳にみられるものであ
る。これらの奥壁の中心石材両際には 6 段程度の
小型の扁平な花崗岩がみられるが、先に述べたよ

写真 8 玄門・前室　北西から 写真 9 玄室　西から
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うに側壁と跨りつつ持ち送られながら積み上げら
れている。この状況は、奥壁と側壁の両者の構築
が同時に進行したことを示している。

前壁・玄門　玄門部は内側に迫り出す高さ 1.5m
幅 0.5m の立柱石が一段下がるマグサ構造をもつ
天井石を直接支持する形となるが、南側の立柱石
はマグサ構造となる天井石と僅かな接点しか持ち
えておらず、専ら墳丘盛土でそれを支持する形と
なる。しかし、醍醐 3 号墳や穴薬師 ( 綾織塚 ) 古
墳でみられるような、立柱石と天井石との間に玄
室・前室側壁と共有する石材を介していない。前
壁は、立柱石上位の楣石と小型の合石を介して別
の石材が積まれた 2 段構成となる。石室主軸方向
の縦断面でみると、これら 2 石は垂直ではなく上
位の石材が奥壁側へ明確に迫り出している。奥側
に迫り出す前壁上位の石材と玄室天井石は別とみ
られ、玄室天井石は前壁の上位に重ね架けされて
いる。この玄門・前壁構造は、後述するように醍
醐 3 号墳や穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳など玄門立柱系
統の石室の編年指標となるだろう。

前室　玄門立柱石から約 2.5m 開口部側の両側
壁には、内側へ張り出すように据えられた中型の
石材がみられる。右側壁は柱状を呈していないが、
平面プランや周辺の壁材と区別される法量をもつ
石材が縦位に据え置かれていることから、前門立

柱石と考える。前室幅は、玄門部付近で約 1.8m、
前門部付近で約 1.65m を測り、玄門部寄りの天井
石が 1 枚残存しているが、これより羨道部側では
失われている。玄門部付近の側壁は、高さ約 1.8m
の 5 段構成となる。現状での最下段には、基底石
と推定される大型石材の上端がみえており、玄室
との比較において床面は現況から 0.3 ～ 0.4m 下位
にあると推定できる。側壁の石材の法量は、基底
石を除いて玄室と比べ小型のものとなるが、同様
に上部は持ち送りに積み上げられている。前門部
は立柱石の上端が下より側壁 2 段目の石材の上端
までしか到達しておらず、天井石を支持するには
あと数段必要となる。

羨道・前庭　羨道部については、右側壁 2 段、
左側壁 1 段のみ確認でき、右側壁の最前列の石材
は長辺が内側に傾き、後世の移動を受けている可
能性が高い。玄室の床面のレベルから判断して、
下位にもう 1 段の基底石が遺存していると考えら
れる。天井の有無については、現況から検証の術
はないが、後述する前庭部の須恵器出土位置を考
慮すると、羨門部付近まで天井石が高架されてい
た可能性が高い。床面幅は、前門付近で 1.4m、開
口部側で 1.2m と前門部寄りでは幅を減じている。
現況からの羨道部の所見は以上であるが、ここで
改めて昭和 32 年調査時に検出された石材と須恵

写真 10 玄室天井石　西から

写真 11 奥壁と右側壁の持ち送り

写真 12 奥壁と左側壁の持ち送り

写真 13 奥壁から玄門部を見る
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図 5	 横穴式石室平面・壁面
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図 6 横穴式石室平面・断面
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器群との関係をみてみよう。
昭和 32 年調査では、石室全体の平面と奥壁・

左側壁が図化されるとともに、調査区とみられる
須恵器・土師器群の出土位置も示されている ( 坂
出市史編纂委員会 1988)。原図を確認することは
できなかったが、市史編纂時の版下を複写した資
料と、発掘当時の写真資料を点検し、今回作図し
た石室平面図と図上で石材群と須恵器・土師器群
の出土位置を照合した。照合の結果、垂直・水平
方向ともに大きな誤差は認められなかったことか
ら、これらを交えて説明を加える。

羨道部右側壁の延長上には、2 石の石材が存在
する。この内、東側 1 石は羨道部右側壁と同様に
石室主軸方向に据え置かれているため側壁を構成
すると考えられるが、西側の 1 石は側壁に接する
とともに直交して据えられている。この 2 石が原
位置を保った状態であれば、東側の 1 石は羨門部
を示すと同時に北側へ伸びる外護列石となる可能
性が高い。外護列石については、今後の発掘調査
を待たなければならないが、復元については同じ
複室構造をもつ玄門立柱系統の横穴式石室墳であ
る醍醐 3 号墳の構造が参考となる。第 4 章で紹介
するように、醍醐 3 号墳では羨門部石材が外護列
石と共用した状態で検出されている。これらの石
材の前面には須恵器・土師器群が検出されている
( 遺物群 1・2)。遺物群 1・2 上面の出土レベルは、

2 石の石材よりやや下にあるようであり、完形に
復元される個体も多いことから、出土位置は廃絶
時の状況を止めていると考えられる。また、出土
位置が羨門部両側壁の延長線上より南北にはみ
出すように検出されている点は注意される。羨門
部より外側より出土していることは明らかである
が、出土状況からみて羨門部より幅が広い前庭部
を想定しておく必要がある。

５．出土須恵器の所見 ( 図７)
新宮古墳出土の須恵器については、既に報告が

ある。これらは上記の前庭部出土資料 ( 川畑・渡
部 2008) と出土位置は不明だが府中町鼓岡神社収
蔵資料 ( 香川県埋文セ 2010) の二者がある。後者
については、収蔵履歴や保管中の混乱等もみられ
ることから、今回は前者の前庭部出土資料を検討
対象とする。また、昭和３２年の調査記録には、
土師器との記載がみられるが、所在不明のため確
認ができなかった。

器種は蓋杯 ( 図 7-1 ～ 9.20)、有蓋高杯 ( 図 7-10
～ 16)、無蓋高杯 ( 図 7-17.18)、台付椀 ( 図 7-19)、
瓶 ( 図 7-21 ～ 28)、甕 ( 図 -729) がみられる。一部
に TK217 併行期以降に下る資料 ( 図 7-6.7 ～ 9.18
～ 20) が存在するが、主体を占める蓋杯 ( 図 7-1 ～
5) や有蓋高杯 ( 図 7-10 ～ 16)、無蓋高杯 ( 図 7-17) は、
法量や形態、透孔の属性からみて TK209 型式併

写真 14 前壁の構成 写真 15 前室から玄門部を見る

写真 16 前室・前門左側壁 写真 17 前室・前門右側壁
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行期と考えられる。特に有蓋高杯 ( 図 7-10 ～ 16)
は器台状に踏ん張る脚台をもち、集落遺跡であま
りみられない形態をもつ。

これらの資料は、型式的な時間幅や出土状況を
考慮すると、数回の追葬に伴い行われた前庭部儀
礼に使用された一群と考えられる。従って、追葬
時期を示すことは疑いないが初葬時期については
これらの資料から判断することは困難であり、石
室形態等の検討を進める必要がある。

第４章　醍醐 3号墳の調査
１．醍醐３号墳の立地と現状 ( 図８)
醍醐古墳群は、綾北平野の北西部の城山東麓に

位置する。古墳群は、城山山頂から急傾斜の斜面
が続いた後、平地部との接触部となる標高 40 ～

60m の緩傾斜地に形成されている。これまでに
11 基の存在が周知されており、1・2・3・7 号墳
は玄門立柱系統の大型横穴式石室を内包すること
が既に知られている。現状は果樹園等に利用され
ているが、近年荒廃が進んでおり、墳丘等の観察
が困難となりつつある。古墳群からの眺望は主に
北・東方向が主体となる。南東から南方向は、尾
根線によって遮断されるため、新宮古墳や穴薬師
( 綾織塚 ) 古墳等の横穴式石室墳を視認することは
できない。

醍醐 3 号墳は群全体の中でも南東部に位置し、
昭和 60 年度に墳丘・石室を対象とした確認調査
が実施されている。その成果については、一部公
表されている ( 廣瀬編 1986) されているものの、
墳丘トレンチの調査記録や前庭部を中心とした外
護列石、横穴式石室の詳細については報告されて

図 7 前庭部出土須恵器
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図 8 醍醐古墳群分布

写真 18 醍醐 3 号墳から綾北平野北部を望む 写真 19 調査前の墳丘　南から
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おらず、これらについて今回の報告に含め、綾北
平野の大型横穴式石室墳群を考える際の資料とす
る。

醍醐古墳群の周辺の遺跡として、北へ約 500m
の山麓には小型の横穴式石室を内部主体とする別
宮古墳群が周知されているが詳細な内容は把握さ
れていない。また、眼下の綾川左岸の平地部には、
8 世紀創建とされる醍醐寺跡が存在している。

２．墳丘・横穴式石室の現況 ( 図９)
西側の上位斜面側に南北に農道が敷設され、北

側には溜池及びその堤体が付着しているが、西側
の農道との間に幅約 5m の帯状の平坦面を隔てて、
高さ約 2m の墳丘の高まりが観察できる。西側の
平坦面の傾斜変換点となる標高 48m ラインを中
心に追跡すると、直径 ( 辺 ) が約 20m の墳丘規模
を想定することができる。また、西側の墳丘の等
高線が直線状を示し、東側は攪乱等が多くみられ
るが横穴式石室開口部となる南東隅から緩い円弧
を描くように等高線がみられることは注意され
る。後述するトレンチの調査成果とも関係してこ
よう。墳頂部には約 3m 四方の平坦面が観察され
る。横穴式石室は南東方向に開口しており、二次
的に移動を受けた前室天井石の背後から玄門部を
潜り玄室へ進入することができる。

３．トレンチの設定状況と所見 (図 10 ～ 13)
墳丘は、4 本のトレンチを設定している。1 ト

レンチについては、墳丘の西側で横穴式石室に直
交する南西から北東方向、2 トレンチは 1 トレン
チ南側に斜め方向に設定されている。3 トレンチ
は 2 トレンチ南側、4 トレンチは横穴式石室羨道
部から前庭部にかけて位置することとなる。以下、
トレンチの調査所見について概要報告書を参照し
ながら新たに提示する図・写真を交えながら説明
していく。

１トレンチ ( 図 11 ～ 13)
墳頂部から現状の墳裾を経た農道際まで設定さ

れた長さ約 15m 幅約 1.3m のトレンチである。墳
丘盛土の断ち割り調査は行っていない。墳頂から
南西方向へ約 3m の地点でテラス状の平坦面が記
録されているが、概要報告書にあるように、現代
遺物を含む層位から形成されていることから、開
墾等の二次的な改変とみられる。墳頂部から南西
方向へ約 7m から 11m 離れた地点において周溝と
みられる凹地が検出されている。周溝は、上面幅
約 6m 下面幅約 4m を測り、最下層は 15 層とする
砂層でこの砂層は 2 トレンチや前庭部の 4 トレン
チおいてもみられるものであり、最初期の堆積層
と考えられる。周溝底面から中位かけて多量の安
山岩の塊石を含んでいる。図 12 に示す断面図に
は表現されてないが、墳丘側では底面に接して人
頭大の安山岩塊石が南北に据え付けられており、
墳裾を示す外護列石 ( 列石 4) と考えられる。列石
4 の内側には、拳大の安山岩製の角礫や板状石材
が検出されており、これらは列石の裏込めと判断
できる。また、この裏込めの状況は、後述する 4
トレンチの列石 1 の状況に類似しているものであ
る。現状で列石は一段であるが、後述する前庭部
の列石 1 ～ 3 の状況や、周溝内に転落した石材の
出土状況からみて、数段程度の列石が存在してい
た可能性が高い。

周溝の西肩部付近においても多量の石材が検出

写真 20 1・2 トレンチ全景　墳頂から 写真 21 1 トレンチ全景　墳頂に向かって
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図 9 墳丘測量図
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図 10 トレンチ配置
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図 11 トレンチ平面
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図 12 トレンチ断面
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されている。検出位置や出土レベルからみて、原
位置を保った一群ではないが、西側に偏った出土
位置を示す点は注意される。これらが墳丘斜面や
テラス等に施されていた石材が転落したと考えた
場合には、墳丘の上位まで貼石等の石材により外
表装飾がなされていたことになる。

2 トレンチ ( 図 11.12)
２トレンチは、1 トレンチ南側で墳裾付近から

周溝部にかけて設定された長さ約 11.5m、幅約
1.3m のトレンチである。トレンチ北東隅から約
4m 南西方向へ移動した地点で墳裾とみられる落
ち込みを確認し、これより南西側へ 5.5m が断面
逆台形の周溝となっている。断面図には墳裾付近
の最下層でやや移動を受けたとみられる石材群が
図示されているが、平面記録は作成されておらず
明示することができない。断面図の 25 から 29 層
は、層相からみて墳丘盛土と考えられる。また、
1 トレンチと同様に、墳裾から離れた位置の周溝
内の中位に安山岩塊石が検出されている。これら
は原位置を保ったものではないが、1 トレンチと
同様に墳丘からの転落を想定した場合には、上部
に敷設されていた石材が転落したものと推定でき
る。

　　　　　　　　　 3 トレンチ ( 図 11)

図 13 列石 3 立面・列石 4 平面・断面

2 トレンチ南側に設定し
た 2 × 2.5m のトレンチで
ある。断面図が作成されて
いるが、写真記録がないこ
とや、図面中に地山表記や
判断がなされておらず、平・
断面図は掲載していない。
位置的には、周溝内に含ま
れると考えられる。

４トレンチ ( 図 11.13)
羨道部と前庭部に設定し

たトレンチである。羨道部
については後述することと
したい。羨門の両側におい
て、列石 1 ～ 3 を検出して
いるが、列石 1・2 は平・
立面記録が作成されておら
ず、写真から位置を推定し
たものである。列石 1・2
は羨門左側壁から派生する
外護列石であり、列石 1 は
最下段の羨門基底石からや
や膨らみながら北東方向へ
延びる。羨門基底石に接す
る部分に板状安山岩をハの
字状となるように縦位に据

写真 22 2 トレンチ周溝内転落石材
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写真 23 4 トレンチ全景　南東から

写真 24 列石 1・2　南東から 写真 25 列石 2　南東から

写真 26 列石 3　南東から 写真 27 列石 3　東から
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図 14 墳丘復元図

写真 28 玄室の現況　南東から 写真 29 奥壁から玄門を見る　
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図 15	 横穴式石室平面・壁面
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図 16 横穴式石室平面・断面
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形態の復元を行う。1・２トレンチの周溝や列石
4 の状況からみて、墳丘南西側のラインはほぼ確
定的である。石室主軸から約 8m 付近を墳裾、周
溝幅を約 5m と推定しておきたい。前庭部側の南
東方向は、列石 1 ～ 3 の状況から羨門部を挟み左
右で非対称となりながらも、玄門部から南東側へ
8m 離れた位置に墳裾ラインを推定できる。これ
らの状況から、本墳が方墳であることは明らかで
あろう。問題は、トレンチ調査が行えていない北
西部と北東部に対してどの程度の墳丘を見積もる
かであろう。北西部は、溜池が取り付いているた
め、現況から推定する材料に乏しい。ここでは石
室奥壁位置を考慮し、玄門部から約 11m 付近を
墳裾として想定しておきたい。

北東部は、南西部と同様に石室主軸から約 8m
付近を墳裾の候補とした場合に、現況の傾斜変換
点は更に外側に存在している。北東側は低位の斜
面部となることから、低い基壇状施設が敷設され
ているかもしれないが、現状では石室主軸を中心
に対照的な墳丘を想定しておきたい。

　以上の点から、石室主軸となる北西から南東
方向に約 20m、これに直交する南西から北東方向
に約 17m の方墳として捉えておきたい。

５．横穴式石室の所見 ( 図 15.16)
　横穴式石室については、前室の一部を除いた

箇所が調査対象となっている。また、玄室は玄門
部付近の床面の掘り下げ途中に墳丘背後の溜池か
らの漏水がみられたため調査を中止し、羨道部の
み床面まで掘り下げを行っている。

 また、石室図化については、平・断面を手書
き実測により作成し、壁面図については写真測量
を用いて図化を行った。

横穴式石室は、右側壁を基準にして全長約 14m
を測り、玄門立柱石を有する複室構造をもつ。玄
門部までは玄室 3 枚、玄門部 1 枚の天井石が遺存
しているが、これより羨門部側では失われている。
玄室は長さ 6m、幅は奥壁付近で 2.5m、玄門部付

え、それ以降は人頭大以上の安山岩塊石を 1 段敷
設する。背後には拳大程度の角礫が充填されてお
り、これらは裏込と同時に列石 2 との間のテラス
面を形成している。外護列石は現状で 1 段のみ遺
存しているが、列石 2 の石材の下面レベルからみ
て、元来は 2 段構成となる可能性が高い。

列石 2 は、羨門部左側壁基底石の中位のレベル
から派生するもので、列石 1 と並行する形で直線
的に北東へ安山岩 3 ～ 4 段程の板石を垂直に積み
上げる。写真から判断して、板石積みの高さは約
70㎝程度と推定される。羨門部左側壁基底石との
接続部分の石材が失われているが、列石 1 との間
のテラス面の石材の残存状況から判断して、列石
1 と同様にハの字状に開く可能性が高い。板石積
みの上部は削平を受けているが、墳頂部との距離
から判断して、やや広いテラス面を想定しておか
なければならない。

列石 3 は羨門部右側壁基底石から派生する外護
列石である。羨門部基底石を石室主軸に直交方向
で縦位に据え付けることにより壁面を構成したの
ち、南西方向へ 3m 程延びる。平面位置は列石 1・
2 よりも奥壁よりに位置することから、左右の列
石の平面位置は対称とはならない。羨門部基底石
と共用する縦位の大型石材から一端板石積みとな
りトレンチ端では再び大型の塊石を縦位に据え付
ける。現状での列石の上端のレベルは、南西方向
のトレンチ端に向かうにつれて上昇しているが、
羨門部基底石と共用する縦位の大型石材の上部に
別の石材が積まれることにより、水平に整えられ
ていた可能性が高い。トレンチ端の大型塊石の下
部には石材が存在していないことから、列石下部
は墳丘構築面の傾斜に合わせるように石材を敷設
していたと考えられる。

これら列石 1 ～ 3 の状況は、トレンチ 1・2 に
おける周溝ともに、本墳が方墳であることを示す
ものと考えられよう。
４．墳丘の復元 ( 図 14)
　各トレンチの調査成果を基にして墳丘規模・

写真 30 玄室右側壁　奥壁から 写真 31 玄室左側壁　奥壁から
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近では 2.7m とやや開く長方形を呈し、長幅比は
約 2:1 で床面積の現況での計測値は 15.5㎡となる。
玄室高は 2.6m を測るが、玄門部付近の比較的浅
い位置に礫床が検出されており、現況がほぼ本来
の玄室高を示していると考えられる。

奥壁は基底石に大型の安山岩を据え、その上部
は板状安山岩を横積みする 4 段構成であり、右側
壁との取り合い部は小型石材を補う。基底石より
上位は側壁に合わせて持ち送りが行われている
が、側壁との交点は天井石際までほぼ直角に交わ
るように積み上げられている。

側壁は、基底石に大型石材を用いることで腰石
とする点は共通するが、それより上位は左右で石
材の様相が異なる。右側壁は 4 ないし 5 段構成と
なり、基底石より上位に左側壁よりも大型の石材
が使用されている。基底石上面と奥壁寄りの 3 段
目上部の目地の通りが良好であり、後者の目地は
玄門部楣石の下面のレベルにほぼ対応している。
左側壁は 4 から 5 構成となり右側壁より小型の石
材を用いているが、右側壁と同様に玄門部楣石の
下面に対応する目地の通りが良好である。断面形
は基底石より上位が緩やかに持ち送られる逆台形
を呈し、玄門部付近から玄室中央での天井石幅は
1.2m であるが奥壁付近では 0.9m と幅を減じてい
き、持ち送りがきつくなる。

玄門部の立柱石の内、右側壁側は張り出しが弱
く、前室右側壁と変わりがない。立柱石は天井石
を直接支持せず、間に石材を介している。左側壁
側では不明確であるが、右側壁側の立柱石と天井
石との間の石材は、玄室の側壁と跨るように積ま
れている。この点は、本墳の構築時期を示す特徴
となろう。玄門部の天井石は前室の天井石が失わ
れているものの、前室左側壁上部の石材の残存状
況から推定して、前室天井石より一段下がること
により楣石となるのは確実とみられる。この天井
石によって構成される玄室前壁はほぼ垂直となる
一段構成となり、現状の観察では玄室天井石が玄
門部楣石の上部に重ね架けされている。この前壁

の構成も本墳の編年的指標となると考えられる。
前室は、崩落した天井石によって中央が未調査

となるが、長さ約 4m 幅約 2m の規模を推定でき
る。左側壁の状況から、5 段構成以上と推定でき
るが、原位置を保つ天井石がみられず、高さを明
らかにすることはできない。基底石の大半が流入
土によって覆われるが、玄室と比較して石材の法
量は小型のものが使用されているようだ。前門部
は内側に張り出す立柱石によって作出されている
が、玄門立柱石と同様に右側壁側の立柱石の張り
出しが不明瞭であり、使用される石材も明確な立
柱状ではない。羨道部との側壁のラインに不整合
がみられるため区画意識自体は読み取れるが、か
なり形骸化した印象を受ける。羨道部は前述した
とおり、外護列石と接続することから羨門部基底
石は完存していると判断できる。左右の羨門部基
底石の位置は揃わず、列石 3 に接続する右側壁が
突出する。右側壁を基準とした計測では長さ約
2.8m を測り、前門部付近では幅 2m、羨門部で 2.2m
と右側壁が若干開きをみせる。壁体は基底石の 1
段のみ残存しており、高さ約 1.2m を測る。床面
まで調査が及んでいるが、玄室床面でみられたよ
うな礫床は存在していない。
６．出土遺物の所見 ( 図 17)
遺物は 4 トレンチの羨門部付近を中心として出

土しており、周溝が存在する 1 ～ 3 トレンチでは
殆ど見出されていない。須恵器高杯 ( 図 17-1) は杯
部と脚部接合部の破片であり、2 方透かしが辛う
じて確認できる。図 17-2 は有沈線の高杯脚部片と
みられる。須恵器甕 ( 図 17-3) は、有段口縁をもつ
資料であるが、TK217 型式併行期にみられる列点
文や波状文による加飾は行われていない。須恵器
甕胴部片 ( 図 17-4 ～ 7) は焼成や青海波文の状況か
らみて同一個体とみられる。

これらの資料は、2 方透かしの須恵器高杯 ( 図
17-1) や加飾のみられない須恵器甕 ( 図 17-3) など
からみて、TK209 型式併行期の所産と考えられる。
初葬・追葬時期を推定する良好な資料とは言えな

写真 32 羨道部から前門部　 写真 33 前門と羨道部左側壁
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穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳は、五色台の南西部
斜面に展開する加茂古墳群に含まれる。南
部の仏願 1・2 号墳を含めた場合、17 基の
存在が確認されているが、開墾に伴う消滅
などを考慮すると、20 数基程度から構成さ
れていた可能性が高い。穴薬師 ( 綾織塚 ) 古
墳は、加茂古墳群の中でも最も高所となる
烏帽子山の標高約 78 ～ 80m に築造されて
おり、綾川を挟んで対峙する城山東麓に所
在する醍醐古墳群は、本墳が立地する烏帽
子山の西側斜面が障害となり直接視認する
ことができない。

墳丘は、一辺が約 20m の方墳と推定され、
低位側の斜面に基壇状施設の存在が推定で
きる。

また、墳丘斜面には貼石が露出してい
る箇所が存在する。横穴式石室は、全長

図 17 羨道部・前庭部出土須恵器

いが、これらの期間における前庭部儀礼に伴う資
料と推定しておきたい。

第 5章　綾北平野の横穴式石室墳の基礎資料
ここでは、綾北平野における他の横穴式石室墳

の資料を提示し、新宮古墳や醍醐 3 号墳の評価に
役立てる。提示資料は、平成 24 年度に測量を中
心とした確認調査を行った穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳
と、昭和 61・63 年度に坂出市教育委員会が発掘
調査を行った仏願１・２号墳である。

１．穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳 ( 図 18.19)

写真 34 墳丘の全景　南東から

写真 35 穴薬師（綾織塚）古墳石室



－　　　　　　　－31 ～ 32

図 18	 穴薬師（綾織塚）古墳墳丘測量図



－　　　　　　　－33 ～ 34

図 19	 穴薬師（綾織塚）古墳石室平面・壁面
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13.2m、玄室長 5.1m、羨道長 8.1m の規模を測り、
玄門部が内側に突出する玄門立柱構造をもつ。前
門部は明確な立柱石を使用せず、床面幅が狭まる
ことと、一段下がる天井石によって辛うじて区分
されるもので、前室が羨道部へ変化する過渡的な
様相を示す。玄門立柱石は楣石を直接支持せず、
間に玄室・前室 ( 羨道 ) に跨る石材を介しており、
玄室前壁ほぼ垂直に立ち上がる。

 これまでに石室等の発掘調査は実施されてお
らず、出土品も知られてない。

２．仏願１号墳 ( 図 20 ～ 24)
蓮光寺山から南西方向に派生する標高 63m 尾

根斜面に築造された直径約 15m の円墳であり、

全長約 8m の玄門立柱構造の横穴式石室をもつ。
羨道部と玄門部に仕切石を据え、玄室床面には死
床、あるいは木棺台とみられる石材が検出されて
いる。玄室は長さ約 3.6m 幅約 1.9m、長幅比約 2:1
の長方形を呈する。玄門立柱石は左側壁側の突出
が弱いが、天井石を直接支持する。羨道部には、
前門部を形成する石材はみられず、前室をもたな
い。

玄室内からは完形品を主体とした多量の須恵器
や鉄鏃、耳環が出土している。今回の報告では、
これらの詳細な出土状況を省略し、全体の様相を
把握しておくこととしたい。

出土須恵器は、全体として時間幅がみられる。
編年上の指標となる蓋杯 ( 図 22-1 ～ 20) は、大法
量で天井部に広い平坦面をもつ図 22-1.2 や口縁部
に明確な立ち上がりを止める図 22-14 など TK43
型式併行期とみられる資料と、矮小なヘラ削りの
範囲や形態から TK209 型式併行期と考えられる
図 22-3 ～ 7.9.12.15.19 等の資料と、法量や形態か
ら TK217 型式併行期とみられる図 22-8.10.11.13.16
～ 18 がみられる。図 22-13 は杯 G 身と考えられる。
高杯は、長脚 2 段 3 方透かしをもつ図 22-22.23 な
ど TK43 型式併行期とみられる資料と、長脚 2 段
でも 2 方透かしの図 22-25、又は下段の透かしを
省略する図 22-24 など TK209 型式併行期とみら
れる資料、透かしがスリット状の形骸化したもの

図 20 仏願 1 号墳丘測量図

写真 36 穴薬師（綾織塚）古墳の玄門から玄室
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図 21 仏願 1 号墳石室平面・壁面
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図 22 仏願 1 号墳出土遺物 1
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図 23 仏願 1 号墳出土遺物 2
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図 24 仏願 1 号墳出土遺物 3
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図 25 仏願 2 号墳丘測量図

図 26 仏願 2 号墳石室平面・壁面
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となる図 22-26.32 など TK217 型式併行期の所産
とみられる資料が混在する。TK209 型式併行期
とみられ内側に踏ん張る形態の脚台をもつ有蓋高
杯 ( 図 22-36 ～ 38) は、新宮古墳前庭部出土資料に
類例がある。無蓋高杯 ( 図 22-28 ～ 31.33 ～ 35) は
TK217 型式以降に下る資料とみてよいだろう。

以上のように、出土した須恵器は TK43 型式併
行期から TK217 型式併行期までの時間幅をもつ。
これらすべてを初葬から追葬までの期間を示す資
料とするには詳細な検討を行う必要があるが、玄
室内出土資料であることからみて、初葬時期を推
定することは可能であろう。古相を示す一群の資
料からみて、本墳は TK43 型式併行期の構築と考
えられる。また、蓋杯の形態や法量、長脚 2 段 3
方透かしをもつ高杯の口縁部・脚端部の形態から
みて、TK43 型式併行期でも後半と推定しておき
たい。有茎平根系統の鉄鏃 ( 図 24-56 ～ 59) や長頸
鏃 ( 図 24-60 ～ 64) は TK43 型式併行期の初葬に伴
う資料と考えられよう。

３．仏願 2号墳 ( 図 25.26)
仏願 2 号墳は、1 号墳より谷筋を隔てた直線距

離で約 300m 北側の尾根南斜面に構築されている。
墳丘は東西約 16m 南北約 13m の円墳であり、石
室開口部である南側を除いて周溝が廻る。横穴式
石室は全長約 5.5m 玄門立柱構造である。長さ 3.5m
幅約 1.5 ～ 1.8m の長幅比約 2:1 の長方形の玄室を
もつ。玄室石材は、奥壁は 1 枚の大型石材を中心
にした 3 段構成であり、側壁は腰石とみられる基
底石を含む 3 ～ 4 段構成となる。天井石は大型石
材 2 枚であるが水平に高架されておらず、玄門部
で高さ約 1.5m、奥壁付近で 1.8m を測る。床面は
礫床が敷設され、木棺台とみられる法量のやや大
きな石材が点在している。玄門部から羨道部は調
査途上に崩落したため、詳細な記録作成が行えて
いない。

出土遺物は、玄室より平安期の須恵器・土師器
が検出されているが、初葬・追葬時期を示す遺物
は出土していない。

４．仏坂古墳 ( 図 27)
　新宮古墳から南へ約 200m 離れた同一丘陵の

東斜面にある横穴式石室墳である。現況は玄室奥
壁の一部が露出している。石室規模や墳丘規模を
推定する材料はみられないが、玄室奥壁の状況か
らみて、小型の横穴式石室をもつ終末期古墳とみ
られる。

参考資料として坂出市郷土資料館に保管されて
いる TK217 型式併行期とみられる須恵器椀を掲
載しておきたい。

第６章　綾北平野の大型横穴式石室
　の築造年代とその評価

１．綾北平野における玄門立柱構造をもつ
　巨石墳群の築造年代 ( 図 28 ～ 29)

新宮古墳、穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳、醍醐 3 号墳
などの綾北平野の巨石墳群の評価を行うために
は、まず築造年代を確定させる必要がある。各古
墳の発掘調査が進んでいないことから、横穴式石
室の形態を中心に築造年代の推定を行いたい。ま
た、これらの横穴式石室墳は、前室区画を備えた
玄門立柱石構造を採る横穴式石室という点で共通
性をもつため、系譜関係を念頭においた上での年
代的位置付けが必要となる。

讃岐地域における新宮古墳、穴薬師 ( 綾織塚 )
古墳、醍醐 3 号墳にみられる玄門立柱構造をもつ
横穴式石室については、玄門立柱石と組み合う玄
室前壁形態を中心にした編年案が既に示されてい
る ( 大久保 2009. 大久保・中島 2009)。この編年案
を参照しながら新宮古墳をはじめとした綾北平野
の大型横穴式石室群の築造年代を推定する。

讃岐地域における玄門立柱石を使用する横穴式
石室の初現は TK10 型式併行期の喜兵衛島 2 号
墳や向井原古墳に認められるが、一定規模の立
柱石を使用し明確な前室区画をもつ複室構造を
採る横穴式石室の初現は、母神山鑵子塚古墳 ( 松
本 1985) に求められる。母神山鑵子塚古墳は、出
土須恵器から TK43 型式併行期の築造が想定でき
る ( 図 30.31)。また、須恵器蓋杯 ( 図 30-1 ～ 6) や
長脚 2 段三方透かしをもつ無蓋高杯 ( 図 30-8 ～
12.14.15) の形態からみて、TK43 型式併行期でも
古相を示すと考えられる。母神山鑵子塚の玄室前
壁は、楣石から大小二つの石材を介して斜め方向
に天井石に達する構造をもち、前室区画も明瞭に
区分されている。この形態を引き継ぎつつ大型
化を遂げるのが大野原古墳群における椀貸塚古
墳 ( 久保田 2008.2009) である。椀貸塚古墳の前壁
構成は、大型石材を斜めに架け渡し天井石に至っ
ている。母神山鑵子塚古墳での 3 石による構成を
玄室天井高の上昇に伴い大型石材 1 石で対応して
いる。椀貸塚古墳は、近年の確認調査によって隣

図 27 仏坂古墳出土遺物
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図 28 玄門立柱構造の大型横穴式石室の変遷（母神山・大野原古墳群）
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図 29 玄門立柱構造の大型横穴式石室の変遷（綾北古墳群）
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接する岩倉塚古墳との構築先後関係が判明してお
り、TK43 型式併行期でも新段階の所産と推定さ
れている。

これらの母神山鑵子塚古墳、椀貸塚古墳の状況
から、讃岐地域で複室形式をもつ玄門立柱構造を
もつ大型横穴式石室の初現が TK43 型式併行期に
あり、斜めに架け渡す玄室前壁構成を特徴とする
ことを確認しておきたい。

綾北平野において大野原椀貸塚古墳に類似する
前壁構成をもつのは新宮古墳である。玄室床面積
や天井高など大野原椀貸塚古墳に比べ全体的な規
模が圧縮されているが、斜めに立ち上がる玄室前
壁構成と前室区画を止めている。新宮古墳におけ
る出土遺物は、前庭部における須恵器群 ( 図 7) の
みであるが、これらは初葬に伴う保証はない。大
野原椀貸塚古墳との石室の類似性から、TK43 型
式併行期の末葉から TK209 型式併行期でも初期
の築造と想定しておくべきであろう。

新宮古墳でみられた前壁構成を変化させたと考
えられるのが、穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳と醍醐 3 号
墳である。穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳と醍醐 3 号墳の
玄室前壁構成は、楣石による 1 石によって構成さ
れ、垂直に天井石に至る。また、玄門立柱石は直
接楣石を支持せず、玄室、あるいは前室と跨る石
材を介している。新宮古墳でみられた前室区画は、
醍醐 3 号墳では右側壁側の玄門立柱石と前門立柱
石の突出が弱くなり、穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳は床
面幅や一段下がった天井石によって示される程度
に形骸化する。この変化は、大野原古墳群におい
て椀貸塚古墳に後続する平塚古墳 ( 久保田 2009)
においても認められており、型式学的に妥当性が
高い。問題は、TK43 型式併行期末葉から TK209
型式併行期初頭と推定した新宮古墳の築造からど
の程度の時間幅を見積もる必要があるのかであろ
う。そこで、新宮古墳・穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳・
醍醐 3 号墳の石室の基底石は完存していると判断
できるため、玄室前壁構成や前室区画以外の要素
として石室全長を検討材料に加える。計測値は新
宮古墳 (13m) から穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳 (13.2m)、
醍醐 3 号墳 (14m) という形で非常に類似している。
醍醐 3 墳の前庭部列石の敷設に伴う羨門部端の不
整合を考慮すると、1m 以内の不一致は誤差の範
囲として捨象することができよう。また、玄室床
面積が新宮古墳の (12.8㎡ ) から醍醐 3 号墳 (15.5㎡ )
へ若干大型化することも影響しているのかもしれ
ない。いずれにしても、石室規模・構造の点で一
定の規範の基づいて変遷していることを強く窺わ
せるので、穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳や醍醐 3 号墳の
築造は TK209 型式併行期の時間幅の中でまず間
違いないだろう。穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳と醍醐 3

号墳の前後関係を確定するのは困難である。石材
の大型化の点では醍醐 3 号墳が後出すると考えら
れるが、前室区画の変化の点では穴薬師 ( 綾織塚 )
古墳が後出することになる。現状では、新宮古墳
をモデルとしつつ、ほぼ同時期に派生・構築され
と捉えておいた方がよいだろう。その場合には、
穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳と醍醐 3 号墳の築造時期を、
TK209 型式併行期の中でも古段階に想定しておく
べきであるが、これ以上の追及は困難であるとい
わざるを得ない。

２．新宮古墳・穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳・醍醐
　3号墳、綾北古墳群の評価

新宮古墳、穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳、醍醐 3 号墳
が TK43 型式併行期末葉から TK209 型式併行期
にかけて一定の規範の下に築造されたことが想定
された。ここでは、墳丘要素や他の小規模横穴式
石室墳の様相を加え綾北平野の古墳群の特性を考
える。

これら 3 基の墳丘にはついては、これまで述べ
てきた通り方墳である。また、穴薬師 ( 綾織塚 )
古墳に想定した主墳丘以外の低基壇を除いて、一
辺が約 20m の規模をもつ点においても共通性を
有している。確定するためには発掘調査を実施す
る必要があるが、当該期の綾北平野における上位
階層墳において石室規模・構造と墳丘形態・規模
がセットとなった一定の規範があったことを窺わ
せる。また、方墳であることがどの程度意味をも
つのかという点においては、より広い地域での比
較検討が必要であるため、ここでは深く立ち入ら
ない。

当該期の綾北平野では、本書で紹介した仏願 1・
2 号墳やサギノクチ 1 号墳 ( 井上・玉城 1982) など
玄室床面積 10㎡以下の小型の横穴式石室墳が、綾
川を介して大別した場合に 2 群に分かれて分布す
る。詳細な基数の把握はできていないが、消滅し
たものもあることを考慮すると総数で 50 基程度
の横穴群となることが予想される。これらは、墳
丘・玄室規模からみて、新宮古墳・穴薬師古墳・
醍醐 3 号墳より下位の階層の存在を示しているこ
とは明らかであろう。問題は、綾北平野には本節
で検討した 3 基の以外に、加茂古墳群における山
ノ神 2 号墳や醍醐古墳群における醍醐 1・2・7 号
など、新宮古墳・穴薬師 ( 綾織塚 ) 古墳・醍醐 3
号墳と同じ規模・特徴をもつ大型横穴式石室を内
包する上位階層墳が存在していることである。測
量調査など詳細を確認しているわけではないが、
石室型式からみて、新宮古墳から醍醐 3 号墳に至
る TK209 型式併行期に築造されている可能性は
極めて高く、矮小なエリアを対象として短期間に
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図 30 母神山鑵子塚古墳出土須恵器 1
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相次いで大型横穴式石室墳が築造されていること
になる。讃岐地域全体で古墳後期から終末期に
かけての階層関係は、椀貸塚古墳→平塚古墳→角
塚古墳へ累代的な築造が行われ墳丘・石室規模と
もに傑出した存在である大野原古墳群を頂点とし
た、ピラミッド状の構成となるのは明らかであろ
う。また、大野原古墳群は、伊予の宇摩向山古墳
や土佐の朝倉古墳など四国島内の大型横穴式石室
墳に影響を及ぼす点からみても、絶対的な存在と
言える ( 大久保 2009)。

一方で、綾北平野のような中・小地域での階層
構造が問題となろう。本書で検討したように、綾
北平野の大型石室墳群が累代的に築造されたもの
ではなく、短期間、同時多発的に築造されたので
あれば、ピラミッド的な階層モデルの成立は困難
であると考えられる。傑出した大野原古墳群の次
のランクの盟主墳の位置付けが綾北平野の巨石墳
群の評価に繋がると考えられるため、今後、醍醐
古墳群等の資料化を進めた上で更に検討していか
なければならない。

また、綾北平野は TK43 型式古段階以前におい
て、盟主墳が存在しない地域であるだけに、盟主
層が急速に結集した、または結集させられたよう
な事態も想定できよう。いずれにしても、綾北平
野の大型横穴式石室墳の動態は、既存モデルで説
明できるようなものでないことは確かである。

現時点では、７世紀初頭を前後する時期に綾北
平野が急速に重要視されたという点を認識しつ

つ、古墳群データの充実を行いつつ、後続する記
念物である城山城、そして讃岐国府との歴史的脈
絡を追及していくことが重要であると考える。
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